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松川上流の山崩れ状況

初冬の薬師岳〈表紙写真説明)

1 1月に酋岩手外総山の鬼ケ減を経て頂上に向っていた時薬師岳を望んだ写真である。この

鬼ケ波の尾恨筋で5 • 6年前に II月9日というのに大雪が降り岩大生が避難した。 11月の

岩手山はもう冬山で，油断は禁物である。樹木にはエピノシァポと言われている;憾な雪氷が附

着し，樹氷の白い花が咲いた様である。薬師岳 (2， 040m)からは雲海上に早池裟山、鳥海

山、岩木山が見えたn 頂上附近は浴場や火山岩片が多く、溶岩流は気象観測小屋や写真の嫌に

商岩手カルデラ内にも流れている。薬師岳南面で昔獲れたという草育石を含む捕獲岩は全〈無

かった。火口縁に沿って風雪にさらされた，色々な紫ホトな姿の如来や菩虚像の石仏が並んでお

り.何れも7EI鵡岩に刻支れているF それだけに多くのこれらの置い石仏を台座と共に離から運

んで登った普の人の信仰のあっさがしのばれた。 支た寛永通宝も火口内から得られた。今とは

異なり、山の名前から見ても背はやはり信仰登山が主であ った織である。

(津島蛸 三 )



日本産デスモスチルスおよび2Q 3の化石に
ついて (総会講演)

東北大学理学部教授 畑井小虎

定えがき:畑井教授は長い関東北大学地質学古生物学教室において、古生物学を研究指導され句と

〈に新生代の腕足頬や軟体動物の化石については世界的権威であって、門下からは多くの現在の日本

の一線級の学者を出している。今回はDesmos t yl us を中心として、その他の珍らしい化石や人

閣の進化などについて講演をして頂いた。ととに要旨を掲載する事にするが、ただ要旨というのはど

うしても取捨選択があり、その点で要旨はあ〈支で要旨であって、生の講演の面白さをその主主御伝

えする事の出来ないのは残念であるo したがってこの様な講演は今後やはり直接聞かれる方が望まし

く、その方が主たいろいろ得る所も多いのではないかと思う。

デスモスチルス:北大の長尾巧教授によって樺太から全骨格が団塊中に含主れているのを採集され、

北大理学部の地質学教室に組立てられたものがある。この組立については 2つの疑問点がある。一つ

は頭や胴体の大きさに比較して発見された首の骨の数が少い事であるo このため石膏でそれを補って

いる。二番目は足の骨に関してであって、この組立て方によって、歩いたものか泳いだものか2つの

場合が出て〈る。北大標本のように組立てれJま、歩いたものであるという事になり.この関節を逆に

すると泳いだものという事になるが、これらのいずれであったかという事についてはまだ問題があるp

つぎの問題はデスモスチルスがどこから、何時頃来たのか、北方系の動物か、あるいは南方系のも

のであるか、またこのような大きな動物がどうして絶滅するに到ったかという事である。また分布も

北緯81 0 以北に限られているn

崎乳動物は始新世の頃アフリカから東西に分れたが、デスモスチルスは欧州、ジヤワ、スマトラ、

パキスタ γ、アメリカ東海岸にはないn

おそらく租先はアフリカから地中海、英国、フィンランドを通って米国に到達したものと思われる。

その経路はパナマとベーリング海峡の何れかを通ったものと思ゐれるが、とれらの海峡はその後隆起、

沈降をくり返し、この動物が海峡を通ってから陸化したために地理的に弧立をする様になったn この

ため生き残るために適応しなければならぬから適応性が出来る。適応すると進化の速度が早主り絶滅

が近〈なる。この様にしてデスモスチルスは絶滅するに到る。もう一つの絶滅した理由として発表さ

れているのは、加州大学で発表しているn これはデスモスチルスの子供が鮫(Carchasodon 

megalodon Char 1 esworth )に喰われたため絶滅したという説である。この鮫は中新世

中部に繁栄し、口の中に人聞が6人、牛ならば一頭ぐらい楽に入るという大型の鮫である。浅海にも

遊泳し、深さ 8Ocm位の所定で寄りつくという。鮫は危険な魚類で.危険でないものはカマポコにな

った鮫だけであるという。つぎにテ.スモスチルスは北総81 0 以北にのみ分布するから北方系の動物

でないかという人もいるo しかしこれにともなう動物化石、たとえば印度原産のVicaryaのよう

な巻貝は有方系のもので、植物についても熱帯ー亜熱帯産のものが多い。アメリカでもN8 10 以北
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といってもデスモスチルスは南方系の動物であって.晴乳動物の起源も南であるp

そこでデスモスチルスがN3 1 0 以南に何故見出されないのかという問題であるp デスモスチルス

は胴体が太く、足が短かい動物で泳ぐのには適しないし、主た陸上生活にも適しない。生態的には浅

い海を出たり入ったりして暮していたものであろう。下顎の形も生態と関係し、介額が食物で、浅海

底の介類を食べていたのであるら。歯はエナメルの部分が厚く、歯の上が平らである。動物の歯には.

3種類あり、植物を食べる左右の運動をするgliding teethというものと、肉食の歯をもった

もののほかに.堅いものをくだく平らな歯をもったものがある。デスモスチルスの発揚される地層に

は介殻が多い。とのような介類は海でも崖のあるような所には棲めない。西南日本の南には海峡、水

道、深い海が存在して介類の棲めない深ltvミリーアがあったのであろう。この様なバリーアの存在は

介類の分布やデスモスチルスの分布に影響をあたえ、分布に制限をあたえている。デスモスチルスは

やはり浅い所を歩き廻わっていた動物であるから、その様なパリーアが分布にも制限を加えたのであ

ろう。

デスモスチルスの生存期間は、樺太ではLower...... Mi ddl e Mi oce neのl，OOOmの厚さ

の地層が堆積に要する附習として測られる。との地層には下部にD.major、上部にD.minor 

を産出するが、 UpperMi oceneの化石は見出されない。なお前述のVicaryaとの関係を見

ると日本の南では..Vi caryaはデスモスチルスの層準の上下の地層に見出されるが、秋田から北

海道では.下位の方にのみ見出される。 Vicaryaは印度では..Eocene ......Mi 0 cene に産す

るから対比については注意を要する。

つぎにデスモスチルスについて面白いのはDesmotyella typica Nagao である(岩手

県二戸市金田一産〉。歯の形、大きさはデスモスチルスと異なっている。との歯の化石には黒いスジ

が見られh 歯から肉に到る血管中の血液の化石と考えられている。したがってこれを溶かして調らべ

ると他の動物との関係がわかるが、これは世界に 1箇しかない標本なので調べる事が出来ない。

以上デスモスチルスについての講演後、興味ある化石について、写真を使用し説明された。その冒

頭で、人間とー諸に写った非常に巨大なアラスカ産の2枚介の化石の説明があったn シャコ介の 2倍

位ある化石であるし、畑井教授も全〈真面目な顔で前と同じ調子で熱心に話されたので.一同大いに

驚かされた〈ただしこの化石についてだけは後日談があり、もう一度驚ろかされた次第である〉。そ

のほか耳石についてくわしい話があり、コウモ人 18イyチの大三葉虫、くもの巣の化石、魚が魚

をのみこんでいる化石、象の 2倍はあろうかと.駒つれる新生代のサイの化石その他多くの面白い化石

について連べられた。

それから人間と猿および人種についてのくわしい比較がなされ、人間の進化の未来像については最

後に次の様に話されたn

L 毛が少〈なるa 東洋人は西洋人より毛が少いのでその点では高等と云える。しかし犬歯は東洋人
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の方が西洋人よりも発達しているので、進化の上からは西洋人が進んでいるから、これらの点では東

洋人と西洋人は五分五分であるn

Z 毛が少くなると生れてくる子供の頭はハゲとなる場合も出てくる。頭の毛などもなぐなってくる

が、女の人はカツラがあるから大丈夫であるn

a 頭蓋骨が高〈大きくなり脳容量も大となって、顔の角度が高〈なる必要がある。このためには顎

を引きつけ、後退させる事になる。それには余分なチエ歯などは退化しでなくなり.. 2 6本程度とな

るであろう。進化の原則は、不必要なものは退化する事であるからである。

4. 足の小指は満足なカッコウをしていないし、爪も同様である。人聞の体重は外側から内側に移っ

ているから、小指はな〈なり、爪も生えなくなる。盲腸などもなぐなる。

E 脳容量は 1，730CC主で増え、目の位置が変り、目は凹むであろう。

a 背は全体として高〈なり、体格は細長くなって、女の人の胸のフクラミも小さくなる。

τ 腕が短かくなれ足の巾もせ支くなる。心臓の脈は早くなり、呼吸もしたがって早くなって、体

温も上るであろう。スピードに対する感覚も増大する。

a 人種の差別はなくなり、国際結婚が増えるo皮膚の色は茶系統となり、目の色も同様になるo 頭

の毛はカールしたものやウエープしたものは少〈なり.主っすぐな毛が多くなって、色はやはり茶系

統のものになると尉うれる。

以上で講演を終ったが、会員の中から質問が行われた。それは男性の乳首は将来どうなるかという

のである。畑井教授は、女性の乳首は4箇であっ?て、現在働らいているのは2箇であるという説明か

らはじ主 k 以下さらにくわしいお話をしていただいたのであるが、ここで思いがけなくも肝腎の所

で路音テープがなくなってしまった。そのためメモを元にして後からまとめて見たが、甚だあやしげ

な事になり.中止の止むなきに至った。この点は係として深〈お詫びする次第である白
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葛根田川流域の地質概略

岩手大学工学部 多国元彦

葛根田川流域の地質巡検をした時の記事を書いてくれと言われ主したが、私は別の用事が出来て地

質巡検に参加しなかったので、その時の情況はお話し出来支せんけれど、地質については、以前から

何回もみているので、地質のことに限って書くことにしました。

葛根田川流域で地質的に面白いのは、葛根回第1発電所附近から上流に!混られており.それより下

流は第四系の河岸段丘堆積物で占められております。発電所から上流には.中新統上部、更新統、完

新統の地層や火山岩類が分布していますn 滝の上温泉入口のトンネル附近に上部中新統の山津困層、

それより約lKui下流から玄武洞の約2.5 Km.l:流主で更新統の石英安山岩質凝灰岩が分布していて、岩

手大学の村井先生は葛根田川層と仮称しており定す。その他はほとんど古岩手山の熔岩及び火山砕屑

物で占められております。

定ず、玄武橋を渡ってすぐに火山岩が目に付きますが、黒い短柱ないし粒状の輝石をもった輝石安

山岩です。この下に長石の巨晶をもった含石英安山岩がみられー東北地方の第四紀火山の最下部を特

徴づけている岩石です。安山岩質の火山灰を経て下位に撤撹石を含んだ輝石安山岩があり、ルーベで

観察すると、小さい撤撹石の斑品をみるととができ、岩石それ自身黒味を帯びているので黄色にみえ

主す。との附近の安山岩類をよく観察すると、穴ぽこが帯状に沢山みられ主す。この穴ぽとはガスの

抜け穴です。 1枚の熔岩についてみると上部に多く下部に僅かみられ、中部はほとんどなく撤密にな

っており定す。これを応用して何枚熔岩が流れたか調査することが出来定す。

しばらく行くと右側に有名な玄武洞があり.とれは玄武岩でな〈それより酸性の玄武岩質安山岩で

す。この岩石はほぼ六角柱をした節理が発達していて、これを柱状露胞といっており定す。これは熔

岩が冷えるとき体積が縮まって内鋤句に伸張力が働いて出来たものといわれています。

さらに玄武洞から約lKm.上流附近で、左手に小沢をみながら少し行くと左手に安山岩と軽石質の石

英安山岩質凝灰岩とが断層で接しているととろがみられます。この凝灰岩は、すぐに下に没〈れてし

玄ってみえなくなり、しばらく行〈と主た顔を出すというように断層、摺曲で〈り返し顔を出し主すn

この石英安山岩質凝灰岩は暫〈行〈と約lKmにわたって露出するようになり.メグリ沢より少し下流

で没くれ、メグリ沢から主た約L5 Kmにわたってとの凝灰岩が顔を出しており主すF これが更新統の

葛根田川層です。これからトンネル附近主で含石英安山岩類が続きますが.温泉化作用で白色に脱色

され、一部凝灰岩様に変質した部分もみられ主すF これも下流部でみられる安山岩類と一連のもので、

古岩手山の産物と考えられ主す。

トンネルの入口から約20 0 m手前に凝灰質シルト岩、砂質凝灰岩などがみられますが、これが中

芳統上部の山津困層で.山津田部落附近にみられる地層と同じもので、海浅なし湾内の堆積物の様相

を示す地層です。との地層はト Yネル入口附近にもみられ、そこの砂質凝灰岩の中に貝化石が沢山含

走れているのがみられ主す。

この附近のルート・マタプを掲げましたので.とれをもとに新緑の葛根田川渓流を散策してみたら

いかがでしzう。
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「郷土の地質」にとりくんで

I 研究の動機
二戸市立金田一中学校 高橋芳一

金田一地区の地質民新第三紀、第四紀に属し、デスモスチルス、員等の化石が多く採集され

るo

ただ単に化石を採集するだけでなく、それらの化石から金田一地区の地質の歴史を知ることがで

きるであろうと考え、テーマを「郷土の地質Jとして、 44.年度から取り組んで来た。

E 研究の経過

L 昭和4.4.年度は金田一地区の地形の調査と岩瓦化石の採集等から地質の概要についての研究

を行なう。

Z 昭和4.5年度は有孔虫化石の分布とケイソウ化石の種類についての研究をいその結果金田一

地区は海岸均三浅い海であったであろうとの推論がなされた。

a 昭和4.6年度は金田一地区を広く覆っている福岡層内の火山灰の噴出源についての調査を行な

し¥等層厚線より十和田火山がその噴出源であろうとの推論を得た。

4 昭和4.7年度は昨年の推論を検証するため次の様な計画に従って研究を進めてきたo

E 研究計画

L 調査地点の設定

金田-1十和田聞をほぼ直線的に約5Km毎に調査地点を設けることにしたo

z 鍵層の設定

層序の類似比較のため広鍵層となるものを選んだ。

(1) 鍵層 1、十和田火山の第 1期噴火による軽石流堆積で炭化木片を含む。

(訪鍵層 2、第2期噴火による降下軽石層で黄褐色であるo

(3) 鍵層 3、第8期噴火による降下軽石層で淡黄色であるo

a 仮設の設定

f仮設 1)十和田が火山灰の噴出源であるなら金田一三十和田聞の層序に鍵層人 人 3が各調

査地点において確認できるのではないか。

〔仮設 2)鍵層のに Sの層厚は十和田火山に近づくにしたがって厚くなるであろう。

〔仮設 3)鍵層の 2、 8の粒径は十和田火山に近づくにしたがって・大きくなるであろうo

w 調査結果と考察

1. 仮説 1の層序の類似点については、各調査地点において鍵周が確認されたこと。

Z 仮説 2の層厚の変化については鍵層 2によって調査した。その結果下記の表 1でもわかるよう
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に十和田に近づくにつれて層厚が厚くなってくることがわかる。

〔表1) 

調査地点

火口からの距離

第 2 期の層厚

a 仮説 8の軽石粒径の変化については鍵層 8により、 3 2凧 1 6叫 8凧 4~ 2伽のふる

いを用いて粒径毎の重量百分率をとり累積頻度曲線の粒径中央値を各地点の粒径とした。

〔表 2) 

調査地点

火口からの距離

軽石の平均粒径

よの表2から平均軽石粒径値泊三十和田に近づくにしたがって大きくなることがわかる。

4 以上の調査結果からそれぞれの仮説が検証され、福岡層内の火山灰は十和田火山の噴出による

ものであるとの結論を得た。

V 反省

今年度の調査についての概略を述べてきた

が.以上の様な調査結果から十和田が噴出源

であると結論づけるのは早計であると思う。

この調査を通して第 1に考えることは、実

際に生徒自身のものになっているかというこ

とである。

現地に出かけ採集い採集したものがスケ

ッチと合わず、叉現地に出かけて行く、この

図1 調査地点略図

様な失敗を繰りかえしながら、 1つ lつが自分逮の本当の生きた知識となっていけばと考えている。

火山灰の分類、火山砕屑物の堆積様式 〈重クロム酸アンモニウムによる火山噴火の実験と風と

の関係)、 レポートのまとめ方等プリントを用いて学習会を行な勺て来た。

8年生が中心となり調査研究を行なってきたが;卒業を前にしてつらかった調査の体験から、協力

と根気強さの大切さを彼等が体得してくれたらと考えているロ

最後に今回の日本学生科学賞に入選C3等賞)できたのは、昨年まで指導して来られた浅沼清昭先

生(二戸郡尉榊学佼)と教育センターの高橋北英先生の助言のたまものと深く感謝している次第である。
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日本地学教育学会(JSESE)第26回全国大会
一一札幌大会 参加の記

盛岡四高 佐藤 洗

昭和47年7月31日から 2日成標記の大会にオブザーパーとして参加したのてその中から話

の種になるような部分を紹介しよう。

第 1日』土、型通りの挨拶があったあと、特別講演があり、それは北大の舟橋三男教授による H北海

道の生立ち Hという興味深いお話しであって、大会後の野外見学会と合せて、大きな収獲だったと言

ってよい。

特に、中軸帯の形成と泊三グリ γタフ変動、現存する特徴ある由民中軸部に多く分布する塩基性諸

岩石の産状と成民等々・・・・・・。たた舟橋先生の発戸が小さく、発音も不明瞭なため、よく聴きと

れなかったのはまことに残念であったo

続いて研究発表が、小中高の三分科会に分れて翌日 12時まで行われた。次にその内容にふれてみ

たい。

く小学校分科会テーマ>

一一探求的に行動する子供を育てる

地学の指導一一

発表件数 1 0 (地質 6、天文人気象2) 

・地質: 土地の変化を流水や火山活動と関連づけてみる見かた考え方を育てる指導0

・気象: 気温水温地温の変化を、太陽と関連づける指導。

・天文: 太陽や星のみかけの動きを、地球自転と関連づける見方の指導。

く中学校分科会テーマ>

一一地学教材における科学の方法の指導一一

発表件数 3 (岩石 2_ 天文 1) 

岩石は 2っとも火成岩、天文のほうは「惑星運動の理解Jであった。

く高校分科会テーマ〉

一一自然のパランスを学ぶ地学の指導一一ー

テーマの関係で全部C1 3件)がいわゆる下層を扱ったものであった。しかし発表内容はかなりパ

ラェテに富んだものだった。即ち、

O南木曽の蛇抜けと深層風化〈災害)

大阪桃山学院 問中勝章
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0地域にねざした授業展開を求めて

帯広相葉高校 木村 方

。地学的平衡について

広島大学 楠見 久

0節理を教材とした地学的平衡の取扱い

広島舟入高校 和田 健

0自然災害の教材化について

広島国泰寺高校 藤井 守

0地殻における表層地質のカテゴリーの問題及び地学での表層地質の体系化

日本大学 井東澄雄

O探求の過程を学ぶ地学(実践例)

砂川北高校 藤田郁男

O野外観察眼の調査とスケッチの意義

広島グループ

O岩石プレパラートを観察する簡易偏光器具

小樽潮陵高校

O岩石教材を使った授業展開例

カコウ岩の流理構造をもとに

埼玉藤高校

O思考のプロセスを高める指導の一考察

プロックによる断層構造の考察

広島福山高校

01 0年間実施した野外巡検の一例

ノートルダム清心高

ムアリゾナ隈石孔・見学報告

北海学園大学

及川成夫

佐藤正利

橋本雅己

鷹村 権

早川和夫

なお、筆者が参加した高校分科会の助言者は、東京学芸大 榊原雄太郎氏

明正高校 横尾浩一氏のお二人だった

これらの発表をひと通り聴いての所感としては・・・・・・。

L パスを使つての巡検などというものはもう古いのではないか、それよりも、生徒自身に小グ

J レープで探求させ報告させる方法をとらせたい。あるお嬢さん学校での、金にまかせたレクリエーシ
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ョン巡検などお話にならず ) 0年間もやっていて何の反省も進歩もないというのにはあきれた。

2. "第四紀 Hをスタートとして古い方へさかのぼる指導が本当だとする説には感銘した。社会科

学との連繋論にも同感。

a 地学的平衡についての楠見氏の論に対して色々な意見が出たのは面白かった。高校地学教育の

目標を正しい自然、観の確立におき、因果関係の理解の中で、因から果に向う方向を、不安定から安定

に向う方向として捉えようというものであった。

4. 節理を教材とした地学的平衡の取扱いも興味あるものだったが チヨークを使ったそテ'ル実験

には若干飛躍がありそうだった。

邑 自然災害の一般的傾向をみると、乱開発の影響が見られるとして、いわゆる人災問題を、どう

教材化すべきかという点、興味をひいた。

a 表層地質の取扱いは、地形、植生、気候とのからみ合いがあり、地域にねざした副教材として、

今後大いに取上げねばならないテーマであると思われるo 開発問題とも関連してくるのてやりがい

のあるテーマだ。

τ 探求の過程を学ばせるには、生徒自身の手足と頭を大いに使って、新しいことにどんどん体当

りさせることだとの論に賛成。

a 野外観察眼の調査とスケッチの意義、というテーマは大へん良いテーマであると思った於こ

の発表の中で注目された発言としては、 小学生は、気楽に五感に訴えるけれども、高校生になる

と、教科書で知ったものを実際〈実物)にあてはめようと苦労する傾向が強く、殊にも、優秀といわ

れる生徒ほど不安に苦しむ。そして忠実な観察よりも結論を早く出そうとする短絡思考型が多いよう

である。 というものである。またフィールドでのスケッチを見ても同様の傾向があり、いわゆ

る学力とスケッチ能力との相関をみると例えば数学 Iの評定との関係では、数学3.......4の者はスケ

ッチも 3が多いのに対L.数学 5の者では、スケッチ 2の者がかなりあるという事実。ペーパーテス

トの評価と実習の評価との問題について大いに考えさせちれたことである。これについて助言者の

横尾氏からは、スケッチだけでなく、文章表現の評価もやってみてはどうかとの助言があり、榊原氏

は、素直にそのまま物を見る態度は大事に育てたいとの感想がのべられた。

& 岩石プレパラート用簡易偏光器具については、 4 6年度東レ理科教育賞受賞作品で、ありあわ

せの材料を使って生徒に自作させるという楽しいものであった。

a カコウ岩の流理構造を教材とした授業展開例は、盛岡地方が角閃石を多く含むカコウ岩地帯で

あることを考えあわせて大変興味深く発表をきいた。

10. 断層の色々のタイプを考え、ブロックを製作して色々組合わせL生徒に考察させるという試み

であった於思考のプロセスを高める指導として面白いと思った。グ頭の体操Hとして、立体の把握.

空間の理解という、地学学習上の必須の能力を養う上てぜひやらせてみたいものである。
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最後に助言者からのおコトパを紹介しようと思う。

O榊原氏:

地学は導入が大事だ。しかし、なお望ましいことは、生徒から H楽しくて興味深かった Hという;

成駒:得られるようであることだ。なお、新しい発見や創作につながるようだといい。そのことが探

求につながると思う。なお、定量化ということをもう少し考えていいと思う。

0横尾氏:

平衡・仮壊・表層地質ー-なと今後の重要謀題だと思う。探求ーーについてi士、毎時間はじめ

にトピックスを提供してみるなどの試みもいいのではないか。

以上で発表を終り、第二日午後の日程は、パネルテ'イスカッションへと移る。

題 4と環境科学としての地学教育の課題~

司司会古谷 泉

パネルマン

各氏の意見

O渡部氏

藤本治義・渡部景隆・羽賀貞四郎

松永武徳

生物界は有限なのiこ、無限を信じたところに誤りがある。自然の大法則の前に、人聞はあまりに

小さいという認識が大切、また人口増肌都市化工業化の進む中で化石燃料の有限性と不足化

傾向についても認識させる必要があろう。

0松永氏:

自然のつり合いを、システムとして把揮.

0羽賀氏・

欧米の自然保全の例を色々あげる。

O藤本氏:

公徳心の低下が大原因であるとする論。

これに対する一般の意見をいくつか紹介してみよう。

。公徳心の問題は一応別に論ずるべきだ。

。道徳の低下は認めるが、政治問題につながり易いからといって、道徳 onlyに嬢小化していいの

か。道徳低下の因を掘り下げよ。

・地学は社会科学との接点にあり そのことをふまえてかかるべL-o

・大規模な汚染は企業による汚染である。しかし、企業が惑いと言いながら、他方で無用の物質を濫



費している消費者一般也 反省の要があろう。

aパリの美くしさは道徳の問題か人口の問題泊三軽卒に比較はできない。

私も余程発言しようと思ったのだがら勇気がなかった。エネルギー源として今後真剣に考えねばな

らぬものにまず太陽.そして地熱水力発電などがあげられると思うのだ久そんな話はひとことも

出てこなかったのは 意外でもあり残念でもあった。

大ぶ長くなったのてこのあとは省略することにする。翌る 8月2日からの、日高山地横断巡検旅

行土産話も紹介したかったが;そのほうは、高佼理科研究会の研究集録にのせることにしたのでここ

では割愛させていただし最後に一言。大会事務局長の佐藤芳雄氏〈会場校札幌西高校教試筆者と

は盛岡工専で机を並べた間柄)が、日高の基地ともいうべき様似高校に勤務したことがあって、彼の

案内で大変わかりよい巡検行であったことを有難く思った。

なお、 4 8年度は鹿児島市が会場だとのことである。おそらく巡検は火山めぐりか何かであろうが、

なるべく多数彦加されることをおすすめしたい。

昭和48年度全園地学教育研究大会、日本地学故育学会第 2T回全国大会 要項〈抜粋)

大会テーマ 処新しい地学教育をめざして"

日 程 7月30日(月)9時受付、，9時80分開会、講演、研究発表会など。

7月81日(火)午前分科会、全体会、閉会式、文化センタ一見学、午後巡検出発。

巡検コース A 会場一桜島一西鹿児島駅 7月81日13時80分-19時o0分

B 会場一桜島一古里温泉〈泊〉ー内の浦ロケット基地一根占一山JII

一指宿温泉(泊)一長崎鼻一開閉山麓ー池田湖一西鹿児島駅

7月31日18時80分-8月2日15時o0分(2泊8日)

会場鹿児島市中央公民舘(鹿児島市山下町5 西郷隆盛像前)

経費大会参加費 1. 2 0 0円(当日受付〉

宿泊費 2. 5 0 0円(1泊 2食オール込)(予約金 l泊 L0 0 0円)

巡検費 A班 L8 0 0円(予約金L0 0 0円)

B班 19.500円〈予約金2.0 0 0円)

申込先干 89 0 鹿児島市上之関町28-1 TEL(0992)54ーo1 7 5 

鹿児島県立甲南高等学校地学教室内今村隆夫

(くわしい内容や申込自は、地学教育第26巻第2号(1 973 ，8)にあります〉
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岩手県下の盛岡一白河構造線に沿う特異地震

の発生状況について

高橋一男

昭和47年(1972年7月4目、水沢地方に「ドーン」という大きな音を伴う地慢が突然、起り、そ

の後も 4回にわたり同じような地袋が続いて起った。水沢地方を震源とする今回の様な地震は珍しい.

が、これとよく似た地震は 6年前の昭和41年(1966年)に盛岡地方にも起っている。そこで筆者はこ

れらの特異な地震の発生状況・震源地の位置から見て、これらの地震が盛岡一白河構造線と何らかの

関係があるのではないかと考えた。そこで、この構造線に沿って同じような地震がくり返し起こる可

能性があると思し¥今後起きた時に、何らかの霧考になればと考え、一応調査した結果を記録として

残しておく事にしたい。

1966年の蟻岡地方の地震

昭和 41年 11月30日午後 9時48分、盛岡地方に今回の水沢の地震とよく似た上下動型の局地

地震が起っているo その時の様子は読売新聞によると次のとおりである。 r盛岡市と岩手郡雫石町で

震度 2を記録、盛岡地方気象台では一応『地震』と判断した於地震につきものの HゆれHを感じな

いうえ、震動〈上下方向のゆれと思われる)を感じたのも局地的なものだけに、同気象台では「原因

はさっぱりわからないJ~言っている。同日午後 9 時 4 8分・ごろ、 どしんという音がして擁岡市民の

ほとんどが家をとび出し「ものが落ちた。 Jr自動車がぶつかったo Jとこの H音の主 Hをめぐって
大さわぎする一幕もあった。地震特有のゆれがなく、音も一回だ、けだ、ったので地震と思った人は少な

かったようだ。 Jまた直接体験した人の話によるを「鹿附市上回附近では全く突然に何か二階から

大きなものが落ちたか、大きな穴が陥没した様な感じで、普通の地震とは全〈異なっていた。大隙石

が落ちたと思った人もあったJeいうことである。実際この日北上市で高校生が北の方角に流星に似

た物体が流れるのを見ている。彼からの手紙によると、 r 1 1月 30日午後 9時 40分過ぎに、流星
より少し赤い感じの物体が北の方向に落ちるのを見た。」ということであるo 時間的にもほぼ一致し

ており、振動の特異性などを考えると隙石が落ちたとも考えられるが、盛岡附近では流星を見たとい

う話もなく、限石らしい物体も発見されていないの亡地民と直接結びつけるのは難しいようである。

また、盛岡地方気象台の観測では初期徴動継続時間(p-S時)は 1秒であった。このことから震源

は盛岡から約8Kmの地点と推定される。地震が起ったとき、アネロイド自記気圧計に全娠幅 1mbの

振動を記録しているが.地震の震動のためなのか」地震と気圧の聞に何らかの関係があるのかは不明

であるo この地震が起きたのは 6年前のこkであるため、資料もなく詳しいことはまったくわからな

U、。
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今回、水沢地方で起った地震

] 972年 7月4日午後8時2分水沢地方に「ドーンJという大きな音eeもに下から突き上げるよ

うな地震が起った。その後、午後 9時38分までの聞に 4聞にわたり同じように音を伴う地震が起っ

た。胆沢町若柳で4回、前沢町で3回、水沢・一関で2回震動を感じているo 水沢・一関における震

度は午後8時2分の地震が2の軽良他の地震は 1の徴震であった。また花巻では震度 1の地震を 2

回感じている。盛岡での震度は 0であった。この地震は水沢緯度観測所と盛岡地方気象台で観測され

ているが.震源地など詳しいことは確定されていない。水沢緯度観測所では震央は同観測所の南西約

1 0 Km、震源の深さは約 10 Km程度と推定しているo また、この日午前]0時5分ごろ岩手県全般に

地震を感じたが、感岡地方気象台の観測では水沢の地震とくらべP-s時が 10秒も長いことから、
この地震とは直接関係はないと思われる。

これら二つの地震は、 Hゆれpを感じた範聞が局地的であること、大きな音を伴っていると£、

上下方向のゆれが卓越していたことなど類似点が多い。これらの事については後ほどまた触れる。

調査方法及び結果

調査方法はゆれを感じた範囲を調べることを目標としたのな土地の人に直接聞いて歩くことが主

であった。また一関・花巻の気象通報爪盛岡地方気象台などの観測結果も参考にした。

第 1図震度分布図
11 

は等震度線 一._-ーはゆれHを感じた岡田
一一一ーは音が聞えた範囲
1・・・・花巻 2・・・・北上 3・・・・川民 4・・・・水沢 5・・・・前沢 6・・・・一関
7・・・・宇南回 8・・・・若柳 9・・・・古城 10・・・・小山 11・・・・大久保入口
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ゆれを感じた範聞は第一図に示す通りである。この図から見るに北上線川尻駅で 2回の震動を感

じていることなどから その範囲は西の方に大きく広がっていると推定される。ゆれを感じた所は沖

積層・段丘堆積物なE比較的地盤のやわらかな所であり その地層ののびている方向に‘ゆれを感じ

た範囲も広がっているo 図に示す通り、震源地より南の方では沖積層は一関附近で終わっている爪ゆ

れを感じた範聞もこの附近で終わ勺てし、る。 kころが沖積層・段丘堆積物が続いている北の方では花巻

附近までその範囲が広がっている。地震の際のゆれ方は地盤のやわらかいところが硬いところより強

いと言われているが、ゆれを感じた範囲の南北方向によるちがいはこのことで説明できるように思わ

れる。また、全般的に見ると北上川を境に東側ではゆれを感じた範闘が急激にせまくなっているo 西

側の第三紀のものにくらべると 東側の古生代の岩石は機械的な強さが一定であることを考えると、

むしろ東側にその範囲は広がりそうであるが、実際は上述のごとくそうなっていなし、。これは古生代

の岩石k第三紀の岩石の境の面を地震波が通過するとき、その面で屈折・反射が起り、地震波が弱め

られて東側に伝わ【たとも考えられるが 実際はどうなっているのであろうか?

HゆれHを感じた回数の分布を見ると、 4回の地震のうち 2回は花巻・川尻駅でも感じているので

他の 2つの地震に比べると大きいと思われる。このうちの 1つは午後8時2分に起きた最初の地震で

ある。似の 2つの地震は前沢・若柳など震源に近いごく限られた地域でしか感じられていない。この

ような地震は 1966年盛岡地方に起った地震とよく似ている。

等震度曲線を引く際に基準としだものは次の通りである白震度は 4は「すわりの悪い物がたおれ.

ほとんどの人が家を飛び出すJ程度とした。たとえば.. rtttぶちが落ちたo ?ナのウイスキーのびん
が倒れた。 J....前沢町 「気持が悪くて家の中に居られなかった。」・・・・胆沢町小山などは震度 4

とした。震度8は「戸・障子がガタガタ鳴動し、電燈のようなつり下げ物は相当ゆれる」程度とした。

「ガラス戸がガタガタゆれたJ・・・・胆沢町宇南国・古坑 「ガラス戸がガタガタゆれ.金魚ばちの水

がゆれた。」などは震度3とした。開査を行ったのが地震発生後20日もたっていたため、地震が起

ったときの様子を覚えている人が少し震度 1と2の境ははっきりしなかったo

地震が起ったのが午後8時2分ごろであったため、ほとんどの家ではテレビやラジオを聞いていた。

このため音の問えた範囲はよくわからなかったがらだいたいは図に示す様になっていると思われる。

前沢町で午後8時2分、 9時 25分、 9時38分の 8回、胆沢町若柳で2回、柴宿・大久保入口で 1

回音を聞いている。このように音を聞いた回数は震源地から遠くなる程その回数が減っているが.こ

れはゆれを感じた回数の分布とよく似ている。地震の大きさと音の大きさの聞には比例関係があるの

ではないだろうか。なお、この日風力 2位の風が南東から吹いていたが.風の影響は少ないと思われ

るo

今回の地震の大きな特徴は左右の横ゆれよりも、上下方向のゆれが強かったことである。震源から

遠い所では、ゆれが小さかったため、どちらの方向のゆれであったかよくわからなかったが.前沢町、

胆沢町供養塚、若柳など震源、に近い所では確かに上下方向のゆれが強かったようである。前沢町で直

接体験した人は、 「上下に急激に腹にぐっとくる振動を感じたoJと言っていた。このように上下方

向のゆれが卓越していたことは..1966年の盛岡地方の地震とよく似ているo このような上下動型の地

震抗感岡、水沢と盛岡一白河構造線に沿った地域に起っていることは誠に興味ある事であり、我々
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が日常よく体験する三陸沖などの地震とは明らかに異なっているo また、岩手の地学 3号にも報告さ

れた様な近接した岩手県と秋田県の境に起った 1970年 10月16日の地震とも異なっているo ある

いは将来まにこの構造線に沿いこの様な型の地震が起るのではないだろうか。水沢の地震と関連し

て以上のようなことを考えたのであえて報告しておく事にした。

〔参考〕盛岡一白河構造線

について

この構造線は各地での重力

測定の結果その存在が推定さ

れているものである。第 2図

に示してあるのはプーゲー異

常の等重力線である。プーゲ

ー異常とは実測値に高度補正

地形補正太陽や月の引力に

よる影響の補正を加えたもの

と理論的に計算された値との

差であるロつまり、プーゲー

異常は地下の構造や物質を反

影しているものである。プー

ゲー異常の等重力線は図に示

すように東北地方において、

北上山地・阿武隈山地・筑波

山地の西側を走る線を境に西

と東では明らかに違いが見ら

れる。西側では越後・秋田あ

たりの第三紀層のある所では

等重力線が大変複雑になって

いるo それに対して東側では

本州島の伸びる方向に大体並

走して居り、その混み方は大

第2図 東北地方における重力異常〈ブーヶー異常)
M...・盛岡 S・・・・白河

科学 ( 2 4巻 9号)より

変なものである。つまり、この線を境にして西と東ではその地下の構造・物質の点で大きく異なって

いると考えられる。この境の線と考えられているのが盛岡一白河構造線であるo
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接触鉱物 cordieriteの漢字名

畠山佳代子

鉱物名を片カナで書〈という事は日本鉱物学会の方針ですから、それはそれで良いと思います。た

だこの場合、コウギョクと書けば硬玉・紅玉・鋼玉のどれであるのかわかり主せん。主たCordierite

も「キンセイ石」とそのま込俸読みに発音通り書いてしまうと、この鉱物の元来の意味がわからな〈

なり、その点ではコーディエライトと英語名をその主主書くのと大したちがいはありません。むしろ

専門家にはコーディエライトの方がわかりが良いかも知れ主せん。しかしこの接触鉱物は専門家だけ

でなく一般の鉱物愛好家にとっても重要な鉱物ですから、やはり特殊な名前というのはあ主り好まし

〈ありません。そういう点で漢字名の鉱物でも意味のわかりやすいものは残しておきたいものがあり

主す。

たとえば正長石はセイチョウ石よりも、また紅柱石はコウチュウ石よりも良くわかると思いますし、

親しみが持て主す。

このCordierite は、すみれ色を帯びた青い色の鉱物として、肉眼的にも特徴があり玄すの

で、和名としてはキ γセイ石というような味気ない名前よりも、古〈から親しまれてきた漢字名を使

いたい所です白

た立この鉱物の漢字名を最近私が調べ主した所、 8種類の異なった字が使悶されて居り、相当抱威

のある本や百科辞典、論文、あるいは高校の地学の参考書などでもいろいろの例が見出されましたの

で、この際それらを若干挙げて、私の見解もつけ加えて見たいと思い主す。その8極観の字は第 1図

に示した通りで、印刷の関係から、これらをA，oB . Cの3種類の符号であらわすことにします。

ち • • • 

db

后

局

主
円
多
円
主
円

d
y

章
受
・
重

A • • • 

C -・・

とれらの8種煩はいずれも習慣上から「キンセイセキ」と呼んで来ているようです。

Aの字の使用例

英和・和英地学学梁 19 14 東京地学協会
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岩石地質学

日本産鉱物文献集

地学概説

1984 

1959 

1971 

星文館

日本産鉱物文献集編集委員会

同文社

論文例としては、最近のものでは次のものにこの字が使用されてい主す。

九州周辺海域の地質学的諸問題 1971 日本地質学会 シYポジウム資料。

Bの字の使用例

地学辞典〈旧版〉 1948 古今宮院

地質学ハγ ドプツク 1966 朝倉密底

地学教育辞典 1968 朝倉寄宿

原色現代新百科辞典 1972 学習研究社

大日本百科辞典 1972 小学館

新版原色百科辞典 1971 小学館

論文例として

駒ヶ岳火山新噴出の蓋育石に就きて 1981 

岩石鉱物鉱床学雑誌 5巻

チル石と蓋育石 1 963 科学

高校生向けの地学参考書として

明解地学 1972 文英堂

研修地学 1970 昇竜堂

Cの字の使用例

新版地学辞典 E 1970 古今書院

地学辞典 1970 平凡社

原色鉱物岩:石検索図鑑 1964 北隆館

大鉱物学下巻 1925 六盟館

変成岩と変成帯 1970 岩波書庖

主だほかにも例がありますが、使用例はこの程度にしておいて、最後に私のとの8種煩の

Cordieriteの漢字名に対する考えを附け加えておきまし主う。

結論から言うじ最後のCの場合が一番妥当のように思い主す。 Aの字は字引で見ますと、キンセ

イセキとは発音し主せんし、最初の字にはいわゆる「すみれ」という意味はあり吏せんo 2番目のB

O芋とCの字tまた変良〈似てい主すい発音も同じですから混同して用いられる場合が多いのです。し

かしBとCの最初の字は全く異なった字で意味もちがい主す。すみれ色という意味を持っているのは

Cの字の場合だけですから、使用にあたってはやはり注意する必要があります。
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見学訪問記(その 1) 気象ロケット観測所

197 2年9月.綾里の旅館を出発した車は気象ロケット観測所へと向かった。河口の橋を東へ渡

る。回浜の部落を通って小黒岬をまわる道路はあまり良〈ない。天気は良く、限下の海も美しいが、

ハ γドノレを鐘る人には眺めるいと主もな〈、前方の悪路に目を据えている。乗せられているとの身も

右へ揺られ左へ傾き.おし h ベりもタイミングを誤ると舌をかむもとになる。上下左右に揺られるこ

と25分でようや〈観測所の門にたどりつく。今日はロケット打上げの日でないためか守衛氏も不在。

道は右と左に分れている。案内板に従って左へ道をとったら観測庁舎に着いた。

カラー写真入りパγフレフトの案内によれば、

気象ロケット観測所

位置岩手県気仙郡三陸町綾墨田浜下1 面積約6万9千rr((建物約620m')

3 9 0 0 2・N 1410 50・E 完成 196 9年 10月31日
標高 2 6 0 m (露場面〉 経費 L 2億円

0 ・.!J a ヨ 4tooo 

第 1図気象ロケット観測所付近地形図

/註図によれば位置は390 01'40・N 1410 49'25・Eとなる。¥
¥ なお.電話は渡里く企019242>230.......232であるロ ノ
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庁舎を案内していただいたn 定ず屋上ヘn ことには観測用のアンテナドームがあるが.主た、所内

全体が一望でき、レーダー塔、ロケット格納庫、発射場などを指さしながら観測のときの様子が説明

された。次に観測室へ降りる。ここでは、いろいろの装置や観測からどんなことがわかるかというと

との説明があ勺た。ここで、はじめてレーダーをのぞいて見た。画面の一方に現われては消える点々

が漁船とのこと。その隣りではファクシミリで天気図が送られて来ている。また、他の隅にはロケッ

トに納めるロケットゾγデの調査をするところもあったo 想像していたよりも小さいという感じがし

た。直径110棚、長さ 30 0側、重さ 90 0 ?とのことo部屋の他の場所には観測の方法と資料が

掲示してあり、それについての説明を受けた。

なぜ、ここに観測所を設置したかを尋ねたら、誘致があったから、ということで.つ主り、ロケッ

ト観測所の立地条件を満たす場所はあちこちあったが、・科学の町'を目ざす三陵町の誘致が熱心で

あったということのようである。主た、観測日の見学については.予め依頼があり.状況が許す場合

は観測室内で見学させることもあるというととであった。

約40分にわたる見学を終え、再び車に揺られて綾里の町へ戻った。

× × × 

以下、当日の説明とパンフレ y トの文面から、観測のあら吏しをお伝えする。

ロケットは、長さa3 3 0棚、直径135棚、重さ 71 2 K9あり、観測時刻近ぐになると、上空で

の風を考えて、予定の地点に飛ぶように発射台の角度や方向がきめられる。ロケットは発射後約 100

秒で60 Kmぐらいの高度に達し、ノーズコーン(ロケタトの先端部〉とロケットエンジン部が切り離

される。ノーズコーンの中にあるパラシュートが聞いて、ロケットゾンデはゆっ〈りと降下し、約2

時間かかって海面に達するまでの聞に、上空の気象を観測し、その結果が刻々と観測所に電波で知ら

される。ロケットのエンジン部はもえがらだけになって、これも主たパラシュートで降下し、約 1時

間後に秒速5.......6mで着水する。

観測は原則として週一回、水曜日午前11時であるが、念のため予定落下海域や着水時刻について

は漁海況ニュースなどで一般に知らせている。電話で問い合わせてもよいとのことであったn

下工

L土

333伽m

2348 ~ 

ロケット:r.ンジン | 

ロケットゾンデ
切り離し火薬 ゾンデ用パラシユート
ロケット用パラシユート
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(その2) 東京大学三陸大気球観測所

1 9 7 2年日本天文常会秋季年会の第4日は'エクスカーシヨン 水沢一三陸大気球観測所'であ

る。水沢駅前より大型バスとマイクロパス各 1台、午前8時出発。「水沢市老人福祉センタづと大き

く横っ腹に書いたマイクロパスの中、有名な先生方の聞にはさ主れて、私も種山を眺めたり、長安寺

を左に見たりしながら吉浜主で溜まれて来た。国道45号を北上し、途中から左へ援をのぼる。その

角に立っている表示板はあ走り立派でなかった。そして、道も吏たあまり立派ではなかった。大型パ

スー台がようやぐという、完全一車線、路面ガタポコ.上り勾配. 7 --8分で観測所に到着した。

'滑走路'と通称される飛揚場はほぼ東西方向に伸び、長さ約15 0 m、その西端にコントロールセ

ンターがあるo

× × × 

コントロールセ γターに入って説明があった。建物の 1階は事務室や工作室など、 2階は管制室が

ある。北端は 1、2階吹きぬけとなっていて、気球の準備や観測器共の取り付けを行なうためのクレ

ーンがある。屋上からは滑走路やそのわきにおいてありヘリウムガスのボンベ、向うには吉浜湾の鈍

い光が見える。

この施設は、その名のとおり'観測所・である。間山にある天体物理観測所の 18 8 cm反射望遠鏡

が、全国の天文学者に共通の観測機であり、年間の割り当てに従って多〈の人が使用しているように、

とこにも.あちこちから観測のための器具が送られてきており、建物内にはroo大学」などと表示
された荷物がた〈さんおいてあったo 主た、見学者のために、気球観測の方法や意義についての掲示

や放球時の美しいカラー写真パネルが飾ってあったn

× × × 

テレメーターセンターは更に離れたととろにある。大型パスは入れないのでマイクロパスでピスト

ン輸送された。例によってデコポコ道、と思ったら、後半は舗装となり、約 10分で到着した。昼上

にあるはずのパラボラアンテナは取りはずされていた。室内ではテレメーター受信復調、電波司令、

測距、時刻信号などの各種装置について説明があった白ここからあげられた気球からの電波は、東は

6 0 0 Km.西は 20 0 Km主での範囲で受けられ、各種の観測データが入手できるとのこと。位世につ

いては..X-yレコーダーへの入力によって自動的に調べられ崎現在地がどこで、高さがどれほどか

ということがわかる仕組みになっている。数日前に、ここからあげた気球が闘東から北陸へとさまよ

い歩き、空飛ぶ円盤騒ぎをおこしたばかりなので.それが話題となった。

「あれはどうなったんですかJ一一「さあ、どこへ行き主したかねえ J

「観測器は回収しないんですか」
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一一「テレメーターでデータを得れば良い場合などは必ずしも回収する必要はあり主せん」

「すると海の中に沈んでし主って……」

一一「いえ、浮ぶようになってい主すので、時には漁船が拾ってくるとともあります」

× × × 

気球をあげる目的は大気の外に出て宇宙からの信号をキャッチすることにある。つまり、下の図で

UN.~μ |薄曇
100):r 

。ペo-S 10--4 10-.s 10-.:1 10" I ι圃・圃_...10 10& 
ガンマ犠 X線 4食材't

第2図大気による電磁波の吸収

見られるように、地上およひ百度40 Kmでは、電磁波の吸収の様子がちがうので、赤外線、 X紘ガ

ンマ線などをキャッチするためには、 80.......40Kmの高空にのぼる必要がある。(軟X線については

ロケァトなどの利用が必要) そこで、数万~数十万立方mの体積をもっ気球にヘリウムガスを詰めて

観測器を下げ、高空で浮遊させる。 10万立方mのものでは、上空では直径が68 mにもなるが、地

上ではガスを頭部にだけ詰めるので長さ 90 mにもなに厚さ 100分の 2棚のポリエチレγ布で作

ってあっても重さは 20 0 Kiをこえるという。

人が乗らない気球であるから、観測の際の望遠鏡等の姿勢制御に問題点はあるが、それらも工夫改

良され最良の状態に近づいているようである。(これについては.雑誌「自然J1 972年 10月号

P 4 5.......p 5 8に〈わし〈紹介されている。前掲の図もとれによった)

× × × 

1時間半の見学を終え、パスに揺られて、再び水沢へと向った。よい天気だった。

なお、同所の位置などは次のようである。

東京大学三陸大気球観測所岩手県気仙郡三陸町吉浜

電話越喜来〈企o1 9 2 4 4>5 1 0 1、51 0 2 

位置 890 09 1 80・N 1410 49 180・E
(教育センター横沢一男)

-22 -



一一解説一一

Si r i us B (ある白色然星のはなし)

教育セソター 横沢一男

「ことしー 19 7 3年ーは、シリウス伴星が観測の好機」と天文観測年表(地人書館〉に書いてあ

る。そとで、との機会にシリウス伴星=シリウスBについてひとこと。

× × × 

シリウス シリウスは大犬座アルファ星として、ということよりも全天第一の輝星として有名である。

昔、エジプトでは夜明け方の地平線にシリウスが姿をあらわすころに、ナイノレ河の洪水の季節が近

づ〈ことを知久ナイルの・氾濫を予報する星として用いられたという。これが主た、太陽暦の起源

ともかかわりをもっている。その名シリウスは、ギリシャ語のセイリオス〈やきとがす〉にもとづ

き、中国名は天狼星、和名はアオポ夕、オオポシなどがあるo

この星;について、理科年表〈東京天文台、丸善〉は次のようなことを書いている。

αCMa 赤経6時44分赤緯-1 6度41分、実視等級-l5等.色指数+0.01

スベクトル型AlV..固有運動]0 0 0μα=-537・
1 0 0 0μo=ー1210e

距離8.7光年視線速度-8Km/秒

CMaはCa;nis Maj or大犬の略で忘る。赤経と赤緯は天球上のこの星の見える方向を表わ

す。その方向の8 • 7光年離れたととろにあって下図のように運動しているわけである。

税総生ε句、ノ'J7~
寸----r-く下JOoo}J.p:S3'f・

咽峰

党~ ~.束、D\昔話T (，.. ，アえJ年〉

~mr.皐動ペ11 ヤト目的動
J 1，'号ZVVU12

第1図 シリウスの空間運動 、、 IOO o..t/~ 1210" 

スベクトル型fAIVJのAlからみれJま、いちおう白い星といいたいが.近いために光が強いの

で青白い昼という感じがする。 Vは主系列に属すことを示すp 太陽に近い星としては7番目となっ

ているが、これは肉眼では見えないような暗い星も含んでいるので、固に見える昼としてはケソタ

ウルス座α星(αCen)に次いで近い星であるo αCenは岩手県からは見えないので、岩手県

で見えるー翫丘い恒星〈太陽系外の天体〉はシリウスであると言えるo

× × × 

連星 ととろでシリウスは連星であるロ肉眼で見たときは一つの星として見えるのに、望遠鏡で見れ

ぱ二つ〈あるいはそれ以上〉の星に分れて見えるものを二重星(三重星、四重星…・・・〉と呼ぶ。た
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だ.星が二つ並んで見えても、それが実際にも並んでいるかどうかはわからない。みかけの方向が

同じであれば、地球からの距離が違う星でも、並んでいるように見える。このような星を光学的二

重星と呼ぶ。中には.実際に二星が近接している場合もあるが、これは連星と呼ぶ。連星は単に近

〈にあるだけでな〈、互いに引力を及ぽし合い.相手を主わるような運動をしている。その運動の

様子を調べることによって、星の質量などを調べることができる。連星の明るいほうを主星、暗い

ほうを伴星といし、それぞれAとBの記号をつけるo

ところでシリウスは連星であるが、これは予言された連星であった。つ主k シリウスBの存在

が予想されたあとで、眼視的に発見されたのであるo 次に.その経過をのべようo

× × × 

シリウス Bの発見われわれが見る星空は、いつみても同じような配列であり.星座が成り立つのも

星の位置が翻フらない(ように見える〉からである。しかし.何千年という長い間を問題にすれば.

あるいは、 1年に何十分の l秒という細かな角度を問題にするならば.星は動いているo とれが前

述の固有運動である。固有運動の大きさは星によって異なるが.近い星ほど動きが目立つことにな

る。シリウスは近い星であるので、昔から固有運動が知られていたが.ベフセルがくわし〈調べた

ところ、その動きが直繍句ではなく、ご〈小さいふらつきを示すことがわかった。このふらつきが

周期的な蛇行であることから.彼はシリウスが何かにふりまわされていること、つまり.シリウス

は目に見えない伴星を持つ連星であると予想した。 18 4 4年のととであった。 1851年、ベー

テルスは軌道を計算して公転周期を求め、 1861年、サッフォードは翌年の伴星の位置を予報し

た。

当時、望遠鏡作りとして有名であったクラーク親子(父アルパソ・クラー夕、むすこがアルパソ・

グラハム・クラークとジョージ・パーセット・タラ-?)は、ミシシッピ一大学の依頼によって

(当時としては〉世界最大の口径47 cmの反射鏡を製作していて、 1862年 1月31日の夜望遠

鏡の散乱光のテストを行なった。これは視野の外に逃げた星の光が何秒で消えるかを調べるもので

あるが、とのとき、シリウスが逃げたあとに小さな星が残こることをグラハムが発見し、サッフォ

ードの予報との比較から伴星であることが確かめられた。このシリウスBの発見は.偶然と言える

ものであるが、伴星が東へ離れていたことと.シリウスを散乱光テストに用いたことが幸いして.

発見の栄はクラークに輝いたのであるo (ここは「天文台日記J石田五郎著.築摩書房P7 0 ....... 

7 2による)

× × × 

白色媛星 ところで.シリウスAは-1.5等、 Bは8.7等と観測された。この等級差は約 10等であ

り、これを明るさの比にすると 1万:1に相当する。ところが.. 1 9 1 4年アダムスは伴星のスベ

クトルを観測し.主星とほぼ同じであることを発見したo スベクトルが同型であることは、表面輝
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麿〈単位表面積から出る光世〉が同じであるととを意味するが、これと前述の光度比1万:1を考

え合わせると、表面積が l万:1、従って半径が10 0 : 1ということになる白シリウスBによっ

てAがふりまわされるのであるから質量はそう違いがないものと考えられる。仮りに質量が共に太

陽と同じとしたとき.半径が100:1(=体積比 10 0万:1 )であるから.一方を正常な星と

すれば他方は極端に変な星ということになる。つまり、 Aが正常(太陽と同じような星〉と考えれ

ばBの密麿に 100万倍となり、 Bが正常ならAの密麿は 10 0万分の 1となるo このような変な

星が存在するかどうかということに議論が集中したが.エディソトソは一般相対論の示唆するとこ

ろによれば、強い重力場から出る光は赤方偏移を示すことから、シリウスBの密度が太陽の 100

万倍もあれJ丈その光にこのよソな現象が期待されるという提案をした。 19 2 5年アダムスがほ

ぼ指摘された盆の測定に成功したo この観測は.一般相対論の正しさと超高密度の存在の両方を確

かめたものとして、一石二鳥の成功と評された。(しかし、最近では、この観測の正確さに疑いを

もっ向きもあるよ号である)か〈して、宇宙には 1c"fで数十K9もあるような高密度の存在が確かめ

られ、シリウスBのような高温(白色〉で小さい星一白色媛星ーーの存在が他にも求められるよ

うになったのである。

なお、現在知られている数値によれば、シリウスAは質量が太陽の2.1 4倍、半径は1.7 6倍で.

平均密度は0.55? /c""シリウスBは質量が太陽の 1.0 6倍、半径はおよそ0.0 1 6倍で、平均

密度はおよそ4XI05 ?/ctn.C1c"fについて 40 K9..チョーク 1本程度で20 0 K9)とされてい

る。

白色媛星は内部エネルギー放出の止主った星がつぶれた結果できるものとされており、とのとき

の.原子閣の斥力も破壊するほどの圧力で電離〈圧力電離と呼ばれる〉した電子によって、縮退電

子ガスと呼ばれる状態になっていると考えられている。現在は、白色媛星の定義は'高密度である・

こととされており.数百個知られている中には青白い白色媛星や黄色の白色媛星も含走れているo

× × × 

観測の好機 シリウスBのみかけの軌道は図2の(3)のようであれ 19 7 3年は最もAから離れる年

である。この意味で硯祖IJの好機と言われるわけであるo r口径 15 cmで・ンーイソグがよ<..シリウ

スが地平線に近くない時ならば、はっきり見えるようであるc> 1 0 cmで見たという報告さえある」

(天文観測年表〉ということであるが、私は主だ一度しか対面の栄を得ていなし、。

ところで、観測適期のピークについてであるが、昨年のジャコピェ流星詳のように.ご〈限られ

た時間内でしか見られない現象もあるが、そうでない現象もある。一昨年の火星の大接近の場合も、

新聞などは故接近の日に大騒ぎをしたが、これは、何もその日だけぐーんと近づぐものどはないの

で、この日をはさんで3か月以上も観測の好機が続いた。シリウスBの好機は 1980年ごろまで
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~-!量号、'1f:f，うがA

第2図 シリウスA.Bの運動

円前ri:、、
" "' I M 、、、、 j.rtt， 

ω 'tl¥)""拘TjA.仰ft.o

N 

"70 

1971 

(3) !I:I '}~抑制・サ内相止

軌1.特性門.時主事a
mllJ 411.'l寄与

続〈ので、「ととしのうちに」とあわてる必要はないのである。もちろん.専門の学者は50年に

1度のチャソスをねらって.数年前からスベクトルをとったりしているが、眺めるだけが目的なら

ば、主だ、数年は好機が続〈と考えられる。

天文現象については.日食などの例があるために、観測の好機がご〈短いものも、長〈てゆっ〈

りしているものも、ごっちゃにして扱われる面があるように思われる。たぶん.ことしの秩も..10

月16日ごろの新聞に・あす、火星最接ゐ観測の好機0・などという見出しが破ることであろう p
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4 月

5 月

6 月

7 月

地学ニユース(昭和 47年4月一昭和 48年3月)

8日 寒浪、富山で4月として史上最低のー 1'C。

J 0日 寒波。東京9年ぷりの寒さ。

1 2日 イラン南部に大地震。死者5000人

1 5日 春のあらL.o 4月2度目。

1 7日 アポロ 16号打上げ。 5曲目の月着陸。 28日着水予定。

1 8日 南関東一帯め地被ひずみ少い。 精密水平測量の結果報告。

1 9日 夏型気候。 米子で3] 'c。

1日 東北地方7月初旬の気温0

4日 寒波急襲。遭難続出。

1 2日 東京今年6度目ρ光化学スモクグ。 広成化ヘo

1 7日 イγ ドで40 'cを越える異常高温で 143人が日射病等で死亡。

2 6日 米国の人工衛星バイオエ710号が火星軌道を横断。

25--27日 三日続きの光化学スモッグ、東京で。

3 0日 千葉市で年間2Ocmの地盤沈下o 九十九里浜でも沈下が進む。

7日 西日本大雨o 死者9名。 行方不明 S名。

1 1日 九州中西部に集中豪雨。死者 S名。

1 4・15日 イタリアで連続地震。

1 5日 国連人間環境会議本会で商業捕鯨 10年間停止勧告案採択。

1 7日 南九州に集中豪雨。 死者7名。

2 3日 米国東部で大洪水。 死者 49名。

3 0日 ソ連プログノーズ2号(太陽活動調査)打上げ。

4--9日 四圏、九州、東北に集中豪雨。死者 88名。行方不明 108名。

9 --1 3日 東海、九州に大雨。死者 168名。行方不明 65名。

2 2日 金星8号、金星に軟着陸成功。

2 4日 四日市ぜんそく訴訟。患者側の勝訴。

25--29日 西日本を中心に異常潮位。
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8 月

9 月

1 0月

] ]月

6日 太陽、大規模な黒点活動。

1 5日 1 0万年前の日本に人類。赤坂山民夏井戸遺跡。

1 9日 科学衛星 2号打上げ成功。鹿児島内之浦。初の本格総合衛生。

3 1日 オーロラヘ「火の矢」南極越冬隊。ロケットで観測成功。

1日 海洋開発。 沖縄海洋博。 シンボルタワーの建設。 鹿児島市与次郎ヶ浜で。

問題は自然との調和。

4日 マンモス、本州にも。 鶴岡の化石、臼歯とわかる。

1 0日 ソ述、金星 8号の観測成果を発表。 金星にも風が吹き、大気にアンモニア、花崩岩

に近い土砂D

1 2日 岩手郡玉山札滝沢村に降答、午後2時ごろから約 1時闘にわたり親指大のヒョウが

降り、 1 0 cmも積ったところもあり、一本木小中学校ではピンポン玉大の霊のためガ

ラスもわれた。被害推定3億円以上。

1 3日

1 4日

1 6日

1 7日

2日

2日

5日

9日

1 0日

1 8日

2 7日

2 8日

2 9日

ヒョウ、雷で国鉄私鉄で不通。首都圏で。

愛緩の採石場で化石発見。 日本ザルの祖先は大陸系o 中国の古猿と似た形態。

台風20号で集中豪雨。

竜巻。 東松山市で車吹き上げる。

桜島で中規模の爆発。

千島列島に噴火で新しい島できる。

台風22号八丈に強い雨。

ジヤコビユ流星雨。 流星物質少ないためか見られず。

北海道東部で震度 8の地震。

関東地方中心に中部.東北地方に震度 3の地震。

桜島爆発、 1 0月2日に続き爆発。

太陽に黒点群見られる。 地球直径の約 13倍。 大小約 100個。

台風 26号父島で史上 2位の瞬間最大風速 8U 1 mを記録。

1日 1 4等級のすい星日本で発見f コジマすい星を命名門

6日 関東東北に地震。 宇都宮は震度 40

9日 地磁気観測機が米で試験飛行。

1 1日 訟山でほぼ原形のまま弥生後期の住民発見。 古照遺跡。

1 3日 ドイツで大型の冬あらし。 50人以上の死者を出す。

2 8日 火星の地図初めて完成。米天文地理学センタースマリーナ 9号の情報集大成。
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] 2月

1 月

2 月

3 月

2日 仏国で牛骨に約 15万年前の人類の祖先が刻んだと思われる記号が発見された。人類

最古の記号か?

4日 関東、東北に強い地震。八丈島では民度 6の烈震。 Mは'z30 
7日 アポロ 17号打上げ。 月探脊.への最終使。

9日 古照遺跡から弥生時代の葉を発見。 みずみずしい緑色のまま。

1 2日 アポロ 17号 タウルス・リトローの高地に着陸月面活動始める。

1 2日 火星の両極の地図できるo マリナー9号の送って来た表面写真をもとに米園地理調

査所から作製。

1 3日 アポロ 17号、ガスの噴気孔発見。

2 3日 中米で大地震。 死者多数。 震源、はマナグアの南方 M 6. 30 

2 5日 マナグアに再度lV16の地震。

7日 環境庁、列島の自然調査へ。動物の実態、地形地質の状況を調査。

9日 山野鉱山〈福岡県)が閉山。

1 0日 昭和基地大気球を揚げ、オーロラ観測に成功。

1 1日 2年連続の暖冬異変。 暖房器具売れ行き不振。

2 0日 大寒。 最低温度平年より 6度も上回る。

2 3日 アイスランドの南岸、ベストマナエアー諸島のへイマエイ島でヘルガフエル火山が燥

発。

1日 宇宙線の研究進む。 自然の巨大加速器。 素粒子の本質探る。

8日 浅間山が 11年ぶりに爆発C2/1 P.M 7 : 3 0) 300回越す地震。
徴噴火繰返す。 時おり黒煙、降灰

6日 浅間山また噴火、煙二千五百メートル噴き上げる。

7日 シベリア寒披大荒れ。

8日 浅間山 7回目の噴火。

1 6日 雪なしの豪雪地新潟。

1 6日~ また活発に、浅間山徴噴火。

2 0日 連続小噴火やみ「火映」現象の浅間山n 中爆発。

2 3日 コスタリカに強い地震。

2 6日 火星にも磁場。 ソ連の科学者発表。

2日 3月3日は昭和 8年三陸津波から 40年にあたり、当時の写真 21枚が発見され、岩

手日報に寄贈。当時の被害は死者が 1，4. 0 8人、行方不明 1.26 3人流失家屋2，969



流失船舶5， 8 6 0隻であった。

8目 安家澗附近4.]万平方mを国の天然記念物に指定する事が2日文部省の文化財保護

委員会で決定した0

4日 異常乾燥のため火事が多発平均湿度50....... 6 0婦。 岩手県教委は東北縦貫自動

車道・東北新幹線関連の埋蔵文化財発掘調査のために、発掘調査補助員を 45名募

集史学又は地質学専攻の者。

8日 原子力発電にともなう燃料のもえがら〈死の灰)の捨場として、南極地帯内部の山

岳地帯が候補地としてあげられている。生物、人聞から隔離され、地震、洪水、竜

巻・台風の自然災害がないためらしい。浄土ヶ浜に自然研究路がつくられる事にな

った。

9日 千島エトロフ島のフメリエツキー火山の高さ1， 500mあたりの地熱で熱くなって

くるようなところで円形のタポ地をソ連の考古学探検隊が発見した。こ与で岩石に

8 0個の絵や記号の画かれているものを発見k その中に人間・動物、頭のない絵

やプラス、マイナスの記号、数字などが見出されたD

石器時代に北方民族のトンチ族が彫刻したものと見られ、太陽を崇拝する住民の

.神殿の跡でないかと考えられた。このような高い火山の上にどうして昔の遺跡が残

っているのかはナゾであるとしている。

1 1日 浅間山が 10日8時31分に、 2月1日以来 S回目の中爆発で、 2月1日19時

2 0分、 2月20日9時47分につYくもの。火山灰は関東平野から太平洋まで流

れた。地震計の最大振幅，;t177ミクロン。

1 2日 暖冬のため雪不足て網張・八幡平スキー場に殺妻止岩山パークスキー場は全くの

雪不足のため営業僅かに 15日開。

1 6日 カナダのタールサジド〈油砂)油田は全地球の石油埋蔵量の半分をもち、露天堀を

行っている。

1 7日 1 6時頃フイリッピン・マエラー帯でかなり強い地震が発生〈震度 5 ) 0 6時

5 0分福島県沖深さ40キロの震源で東北一関東地方に地震があった。中国外務省は

東シナ海で海底石油の試掘を盛んに行っている事に対し戸明を発表し非難した。

1 9日 彼岸に入ったのに盛岡では朝方3cn曜の3月に入ってからの最高の降雪を記録。

2 1日 長野県野民湖でナウマン象発掘調査が行われる。これが最後の発掘となるだろう。

2 4日 朝から 25日にかけて降雪があり和賀町で18 cm降った。西高東.低の冬型にもどり

県内は寒気におおわれた。

2 5日 ソ連科学アカデミーの専問家たちは、日本列島は 73....... 7 5年の聞にアラスカ・カ

ムチヤッカ・日本を結ぶ地帯に 8・4回大地震が起弘津波を引き起こすだろうと
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述べた。

2 8日 盛岡地方気象台の予報では 5月迄は寒暖の差が大きくて梅雨が早い。台風fi3 2号

迄くるだろう。日本列島は 28日朝から、低気圧の日本海に向け風が吹きこみ、 フ

エーγ現象となり、関東以西で風強く、最大 45mの風速を記録した。大分では正

午に 27 "cとなる。東北では寒気回におおわれて 山形では 30 cm降雪。

2 9日 野民湖でナウマ γ象、オオツノジカと共に 2万年前の骨器が発見された。原町で瞬

陶的な局地的地箆が起ったo

3 1日 岩烹宮城両県の県境にある東北新幹線の2.42Krnの第二有壁トンネルの掘削現場

から貝化石とサメの歯〈ムカシアオザメ)が見つかったo 地層は岩大の村井教授に

よると下黒沢尻にあたる新第三系であるという。
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図書紹介

H鉄路の闘い 100年 鉄道防災物語 " 
この本は、実は害賠より購入したものでなく、磁岡駅の待合室の売庖に、他の小説本とー諸になら

んでいたものを、題名にひかれて偶然手にとって見た本であった。ところが内容は防災地質関係の貴

重な災害記録でご杯の良い本でL本文 330頁の中に写真や凶が 180図も豊富に入っており、更に巻頭

写真も 16枚ものっているo また執筆者は全部鉄道恥係の保線係その他の現場の人で実際に体験した

ものを記述したものであるだけに、単なる学術部とは異なった趣がある。鉄道の災害と云っても、地

震・台風・集中豪雨、地と丸山崩れ~豪雪.雪崩れ、火山噴火、土砂崩民飛砂、 トンネルや高架

橋の崩壊その他自然災害の大半が集約している。

その取材の範聞も北海道から九州まで日本全土に亘っており、岩手県関係のものも含まれているが、

それにしても日本列島は自然災害の多い所だなあという事を改めて痛感したo 自然災害の原因となる

地震・台民地とり、雪崩れと云っても、これ怯自然現象であって、 しばしば人力をこえた巨大な力

でせまってくるから、一旦発生したならばなかなかこれらの力を止める事が出来ない場合が多い。し

かしそれらから我々の生命や生活を最小限守るという余地は、我々の防災に対する心構え如何では充

分残されているのであって、地学をやっているもの、この日本列島に生活しているものにとって、こ

のような自然災害や防災に対しては、やはり平生から或る程度の関心を持っている事は必要である。

現場の人の記述だけに、例えば橋の下で釣り糸を垂れている者を見かけたら、橋脚附近が洗掘され

ているのでないか、線路の近くで高い所に鳥居があったら、過去に大きな地とりのあった事も考えて

見ると泊三平泉・前沢・水沢なFの水に関係ある地名の所は水難の相もあると見て、そう云う面から

も調らべて見るのだと書いてある。何んでもない様な事だが.その他の説明を読んで見るkやはりそ

れなりの根拠があり、現場の人の経験から出ているだけに興味もあり審考にしなければならない事も

良くわかる。駅の売庖から手に入れた地学の本kしてここに一部紹介した。〈国鉄防災 100年史編会

会鉱山海堂発行 500内

岩手の自然 名勝k天然記念物を訪ねて

これは H岩手県文化財普及シリーズ その-1"として出されたものなあとがきによれはLこのあ

と美術工芸、古文書、民俗と編さんされる予定なそうである。

県内の各地方ごとに、名勝および天然記念物(動物、植物、地質関係)について、 4人の著者が解

説を加えており、地質鉱物関係同本誌に「岩手の地質鉱物関係の文化財」を連載された村井先生である。

B6版 155頁の中に 100葉以上の写真を含み、岩手の天然記念物の解説書として、あるいは実際に

出かけたときの案内習として良い本k思う。

岩手県文化財愛護協会(県内図書館内)発行 480円
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総会開催、岩手大学工学部資源開発工学科 311号教室にて、事業報告、決算

承認のあと、新役員・委員‘事業計画、予算を決定。総会への出席者は少なか

ったがら続いて行なわれた記念講演には、高校生も含めて 41名が参加、部屋

いっぱいの盛況となった。講演につづいて質議も持た人有意義であった。

滝の上温泉地域の巡検には 10名ほどが彦加した。天気はあまり良くなかっ

たが、玄武温泉から歩き出す。主目的は第三紀のコアを見ることにあったが、

水蒸気燥発とかの事故があったとのことで作業が予定どおり進んでおらず、

ポーリング中の検子を外から眺めるだけに終ったの同残念であった。

5名が持ちょったスライドを

7年度行事報告昭和 4

6月 10日〈土)。

1日〈日)010月

教育センター聴覚室でスライド研修会を伽催。

映写、説明するo のち、屋上の天体ドームにて月や感星を観望。参加 10数名。

( 2月に予定した講演会は、講師の都合などもあって延期しました。

発行

012月 15日〈金)

開催。委員会

菅原啓一〈下小路中)

佐藤利美(磁岡三高)

高橋北英〈教育セ)

久光正雄(盛岡一高)

6回

高橋貞雄(宮古高)

佐藤敬悦(河南中)

高橋除去~ (岩手大)

照井一明〈廉岡ろう)

副会長

1 9号、

o昭和 47年度役員・委員

橘 行ー〈岩手大)

菊池武男〈下小路中)

佐藤 洗〈盛岡四高)

多田元彦(岩手大)

2 0号報

会長

委員

。会

学(城東中)

昭和 46年度決算報告

福岡

横沢一男〈教育セ)

会計監査村井貞允〈岩手大)

11.774 

10.000 

1.300 

4.000 

500 

1，1 30 

36.000 

730 

通信費

講師謝礼

総会費

巡検技

研修会費

事務局費

会誌3号印刷費

予備費

合計

出支2.21 ] 

52.000 

73.4.4.5 

11.000 

600 

繰越金

会費

会誌代金

広告料

十和問・八甲

図案内密頒布

スライド複製

領布手数料

寄附

合計

入収

4，81 0 

65，4.34 F
0
.

，E
 

a且
T
-
2
a

司

s
-
o
o

zh
一
民
は
『
必抽
E--a 80.377(4号印刷費含む〉

注:4 6年度から会費中に会誌代を含むので、特別会計の必要はなく一本化されている。
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昭和 4 7年度予算

収入 繰 越 金 80.877 支出 通 信 費 20，000 

bZ玄. 費 50，000 講師謝礼 20， 000 

広 tロヒ 26，000 総 会 費 2，000 

iロL 計 ]56，877 巡 検 費 4，000 

研 修 費 え000
• ， 

~ 号士IC;:' 4 号 4.0，000 

会詰p.l) 5 号 60.000 

事務局費 え000

予 -備 費 6，877 

iロ~ 計 ] 56，877 

-.4・
m司

d
a
n
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編集後記

今年もどうにか編集が終りました。昨年に比べてスムーズに進主

ず、いささか心配しましたので・終った'という感じがひとしお深

いように思います。

本誌のようなものの内容のよしあしは.原稿の申身と共に、どれ

だけの人が参加しているかという点にあるのではないでしょうか、

第4号の編集子が執筆者の固定化を心配しておりますが、本号もそ

のような傾向があり、今後のあり方を心配いたしております。どう

か小さなニュースや紀行文などでも結構ですから.原稿をお寄せい

ただきたいと思います。そのような意味でも、本号で取り上げまし

た'見学訪問記'や'教材写真'は.今後、会員諸兄の原稿で続け

ていけばと思いますのでよろし〈お願いいたし主す。定た.図書紹

介もハガキ一枚程度で結構ですからお寄せ下さい白

今回.原稿をお寄せくださった方々に感謝申し上げるとともに、

第6号は.原稿が集まりすぎて編集子と会計係が悩むような、その

ようなととを期待いたし主す。

岩手の地学 第 5号

昭和 48年 6月 25日印刷昭和48年 7月 1日発行

編集兼発行者 盛岡市上田〈郵便番号020) 

岩手大学教育学部地学教室内

'岩手県地学教育研究会

電話盛岡倒5171 内線430

振替盛岡 2022番

印 刷 所 盛岡市上の橋町 1番48号

株式会社 ジュピター印刷

電話盛岡 ω0435(的
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写真教材

1. 昭和45年 11月9日午前 11時の紋回駒ヶ岳の爆発当時の空中写真である。日本の火山の爆発

はたいてい強烈だから普通はこの様に後近した所からの航空写其は綴れない。斜写真であるため

に、火山の構造の全体も良くわかり、教材写真として良いと思ってここにのせることにした。仙台

の自衛隊機が撮影したものを活用させてもらった。

Z 昭和47年・9月12日昼頃松川方面から治手山の*側をこえてきた沼雨があって、 雨から「ひょ

う」に変って、 一本木から臼ノ戸にかけて良作物に被害をあたえた。稲は収穫する前でがったが、

突の入っていたものが.ひょうのため地面にたたきおとされた。ひょうは一本木あたりでは可なり

大きくクルミ大~から挙大のものもあったというが.翌日畑に残っていたものは lcm位のl直径のも

のが多かった。自衛隊附近は木の葉も相当r&ち、背桐の楽に大きな孔がふいていたが、管内では平
均 10 cmぐらいの厚さにひょうが翻っていた。写江ーはさといもの築のやられた跡を示す。業脈が残

り、 地面にはちぎれた袋片が沢山散らばっていた。後から気象状況を調べるのに、各所で沢山倒え

ているこれらのさといもの撲が非常に役に立ったのその他に大恨の築のようなものもあったが、全

部無くなって茎の狼元の部分だけが残っていた。降ひょうの分布は追跡して見ると可なり不規則で、

低地では可な りはげし〈降ったが北上山系の高地に向うと急激に不規則に消失して行った事が今回

の場合明らかになっているn

a 化石の写真を 2枚示す。 a: Leptophloeum 4倍位に鉱大している。 上部デポン紀鱗木、

Lepidodendronというのは全体的に石炭紀型の鱗木で、デポソ紀に出現していたかどうかは

確実でない。高知県織倉山はシルリア系の化石の出る事で有名だが、これに接して南側の上部デポ

ゾ系にLeptophloeumが出ている。 Leptophloeum は全体として上部デボゾ紀の示準i

化石と云っても良〈、B本につづいて中国大陸の上部デポゾ系からも各地で知られるに至った。ほ

かに北米、濠州からも本属は報告されている。 b Cy r t 0 S P j r j f e r .上部デポン系の標制

化石で腕足類に属する。写真は内型であって.介波の実質である石灰分は溶解して無くなっている。

したがって介役の内部の型がふらわれている都になる。二本の滞状のへこんだ部分は橘板と云って

闘節部の強化に役立ったものらしい。本属は欧米では石炭系支で生き残っていて、石炭紀型の種属

と共存しているllJ:がふり.地質時代の決定l::LIま1.ぱ問題をおこすことがある。何れも駕ケ森府と

いう上部デポン系から出るが、北上山地の大島造山運動の影響を受けて変形しているものも多〈 、

保存が良くない。

4. 昭和47年 9月17日の集中萩雨で訟尾村寄木の伝川流域にある温泉の泉山が山崩れでj前段した。

このため写真の右片の浴場の部分に土砂や樹木が刷浴し被害が出た。この燥な崩級し易い急斜面の

裏山のある所に、家を鐙てるのは危険であり、避ける方が良い。今回は浴場では入浴中の人もなか

ったために人命の被告はなかった。温泉地郁というのは変質がいちじるしく、温泉地すべりなども

しばしば発生する事がある。山崩れの崩駿というのは急激で、簡単に人家などもつぶされる漫敏綾

力も大きいものであるから、のんびり温泉につかる前に裏山などの地賀状況も注意して見る必婆も

あ る。(偽記〉



60年の伝統が生み出す…-…-

東書の教科書
小学校用 新しい理科
中学校周 新しい科学

{基礎理科
高等学校用 1物理I.IT・化学I.IT

l生物I.IT・地学I.IT

東京書籍株式会社東北支社
仙台市中失1丁目 2-3.第一ピル

TEL@ 8458-9 

とジェムケンミ
岩鉱薄片.標本作成
宝石用卓上切断研磨機

一台で切断→研磨→艶出しまで
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学図の教科書
名古屋大学教授島津康男著

高等学校地学 I

学校図書株式会社
東京都品川区北品川 1-1-14

営

業

品

目

光学後被
岩窓式岩石切断研屠俊

鉱物岩石標本ー般
野外採集局器具

各種鉱物切断研庖
翠化学器械一般

'IWA随ol
守百良子F ;:岩本鉱産物商会

TEL.東京 (379)3466.3467 
東京都渋谷区代々木 1丁目 26番 l号

地学の現代化にお役立て下さい

日本地学教育学会推せん品

C 1970)簡易偏光顕酌鐘聖書中.高
(ポラスタ"':')PuKー1. POK-II.各種

(1970 )岩石薄片.各種製作
(厚さ0.03%以下)

C 1971)ニコルスク リーソによる
偏光投彫!lCポラピジョソ〉
指導用、研究用に大好言平/

有限会社北辰光器製作所

東京都杉並区久我山 3-2ト 27TEL334ー7959

f一一岩手県代理庖一一一、
日 さし・はかり・ます 気象計量器製図用品 策
本各種鼠験後 測量後械 計算尺各種 京
光リコ ー感光紙 リコピー復写俊 光

学 学

工 棒式，、~...，.寺占企可括 tt 型
農会計 'C'-に問柏 恢

式2 盛岡市中 ノ橋通 lT131香同 会

社 TEL@(代)9148段替口座盛岡822番 社

人 (株)マルイ ノ

理科教材は米国近代科学資材を取り扱う(株)小成ヘ
ほんの一例、地学関係… テクタイト ・天然磁石・いん石 ・三葉虫外
推すコ ナリ

ぶ 小成

:ぷru巴丈!二
11守口;履J

盛岡庖(理科部)
滋岡市高松1丁目 13ー 17電話倒1553

宮古広 (密絡部)

宮 古市本 町 l丁目 41

新町広(事務機部 〉
宮古市新町 2丁目 14 (2)6228 

(2) 6523 


